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Ｑ
．
今
日
の
作
業
メ
ン

バ
ー
は
？

相
渡
の
消
防
団
員
に

声
を
か
け
て
集
ま
っ
た

16
歳
の
高
校
生
か
ら
50

代
半
ば
の
現
役
世
代
ま

で
14
人
で
す
。
み
ん
な

快
く
引
き
受
け
て
く
れ

た
の
で
、
大
人
数
で
作

業
が
で
き
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
毎
年
支
障
木
の
伐

採
を
し
て
い
る
の
で
す

か
？

若
い
力
で
地
域
を
守
っ
て
い
き
た
い

旧相渡小学校下の約60ｍの支障木を半日で処分。寒
い朝でしたが皆さん汗をかいて作業されました。

相渡地域で活躍する
有志の皆さん

生
涯
学
習
事
業
部
会

事
業
な
ど
の
ご
案
内

い
い
え
、
去
年
は
側

溝
清
掃
を
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
み
ん
な
が
普

段
の
生
活
の
中
で
気
に

な
っ
て
い
て
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
の
邪
魔

に
も
な
っ
て
い
る
道
路

の
支
障
木
を
伐
採
し
よ

う
と
決
め
ま
し
た
。
旧

相
渡
小
学
校
付
近
か
ら

約
７
０
０
ｍ
を
12
月
か

ら
1
月
の
間
、
４
日
か

け
て
作
業
し
ま
す
。
今

日
は
そ
の
第
1
日
目
で

す
。

Ｑ
．
か
な
り
重
労
働
の

よ
う
で
す
が
？

令和3年12月12日（日）相渡地域の消防団員
を中心とした14人の皆さんが、相渡地域の主
要道路の支障木伐採作業をされました。作業
の合間に色々な話を伺いました。

メ
ン
バ
ー
の
中
に
林

業
を
営
む
人
が
い
る
の

で
、
作
業
が
ス
ム
ー
ズ

に
出
来
る
の
も
あ
る
け

ど
、
み
ん
な
体
力
も
あ

る
し
、
や
っ
ぱ
り
地
域

の
環
境
や
安
全
は
守
っ

て
い
き
た
い
。
み
ん
な

忙
し
い
合
間
に
、
参
加

出
来
る
日
に
作
業
に
出

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
今
回
の
作
業
は
町

の
支
障
木
伐
採
の
補
助

金
の
対
象
で
す
よ
ね
？

は
い
。
補
助
金
申
請

な
ど
の
事
務
仕
事
は
振

興
会
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
今
は
コ
ロ
ナ
で

自
粛
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
で
、
み
ん
な
で
一

杯
飲
ん
だ
り
、
旅
行
し

た
り
出
来
る
の
を
楽
し

み
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は

朝
8
時
過
ぎ

か
ら
夕
方
4

時
頃
ま
で
作

業
さ
れ
ま
し

た
。今

年
は
積

雪
が
多
い
年

で
す
が
、
皆

さ
ん
の
作
業

で
道
路
の
日

当
た
り
も
良

く
な
り
、
住
民
の
方
も

ス
ク
ー
ル
バ
ス
も
安
全

に
運
転
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

相

渡

地

域

支
障
木
伐
採

令和4年1月13日（木）第4回生涯学習事業部会を開

催し、令和３年度実施事業と、生涯学習講座や教室につ

いて協議しました。

生 涯 学 習 講 座
充実について協議

生涯学習事業部会では、神石協働

支援センターが開催する生涯学習講

座や教室の充実について協議しまし

た。

現在の生涯学習講座の多くは、平日の昼間に開催されており、

仕事を持つ現役世代には参加が難しいのが現状です。

生涯学習事業部会では、今まで参加が難しかった方が参加し

やすい時間帯で、これまでの文化系や生活に役立つ講座から体

力づくりになる教室など、子どもから大人まで幅広い年代の方

が参加できる生涯学習講座の検討をしています。

神石協働支援センター事業のご案内

〇「認知症の理解を深める研修会」

3月6日（日）13：30開会

〇「JINSEIKIウインター

イルミネーション」

3月31日（木）まで実施中

映画上映会

「Fukushima50 フクシマフィフティ」
3月20日(日)10:00～

新型コロナウイルスの影響で外出が減り、地域の行

事も中止や延期が続き、楽しみや交流の場が減ってい

ます。住民の皆さんが町内で充実した時間を持てるよ

う、映画上映会を開催します。

上映作品は、東日本大

震災に伴う福島第一原子

力発電所の事故で、未曽

有の事態を防ごうと現場

に留まり奮闘し続けた

人々の知られざる姿を描

いたヒューマンドラマ

「Fukushima50（フク

シマフィフティ」です。

入場には整理券が必要

です。整理券のお求めは

神石協働支援センターま

で。(C)2020「Fukushima 50」製作委員会
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令
和
４
年
度
も
世
界

平
和
を
祈
念
し
、
平
和

の
千
羽
鶴
運
動
を
実
施

し
ま
す
。

昨
年
は
、
神
石
高
原

町
全
体
で
千
羽
鶴
、
12

万
３
千
羽
を
広
島
平
和

記
念
公
園
の
原
爆
の
子

の
像
に
献
呈
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
神
石
地
区
は
、

た
く
さ
ん
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
4
万

6
千
羽
の
千
羽
鶴
を
献

呈
し
ま
し
た
。

神
石
協
働
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
8
月
の
折

鶴
献
呈
に
向
け
て
、
神

石
小
学
校
や
地
域
の
方

に
折
り
鶴
を
折
っ
て
い

た
だ
い
た
り
、
つ
づ
っ

て
い
た
だ
い
た
り
し
て

い
ま
す
。

神
石
協
働
支
援
セ
ン

タ
ー
に
折
り
紙
な
ど
準

備
し
て
い
ま
す
の
で
、

平
和
の
千
羽
鶴
運
動
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

令
和
4
年
度

折

鶴

献

呈

令和3年8月19日、町内の協働支援センターの職員で
123,000羽の千羽鶴を原爆の子の像に献呈しました。

1
月
11
日
、
12
日
の

２
日
か
け
、
手
作
り
味

噌
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。1

日
目
は
、
大
豆
を

焦
げ
な
い
よ
う
、
指
で

つ
ま
ん
で
つ
ぶ
れ
る
ま

で
煮
詰
め
ま
し
た
。

前日煮詰めた大豆を潰し、塩と麹を
混ぜたものとしっかり混ぜます。

2
日
目
は
、
前
日
煮

た
大
豆
を
潰
し
た
り
、

麹
と
塩
と
混
ぜ
合
わ
せ

た
り
、
参
加
者
全
員
で

協
力
し
て
行
い
ま
し
た
。

混
ぜ
合
せ
た
材
料
を
空

気
が
入
ら
な
い
よ
う
保

存
用
の
容
器
に
入
れ
、

前日から水に浸けた大豆を焦げな
いように約2時間煮詰めます。

カ
ビ
防
止
に
焼
酎
で
消

毒
し
、
さ
ら
に
塩
蓋
を

し
て
作
業
は
終
了
し
ま

し
た
。

涼
し
い
場
所
で
1
年

間
、
寝
か
せ
た
ら
美
味

し
い
手
作
り
味
噌
が
完

成
し
ま
す
。

初
め
て
体
験
し
「
私

は
朝
食
に
味
噌
汁
が
な

い
と
い
け
な
い
の
で
、

自
分
で
作
っ
た
味
噌
を

食
べ
る
の
が
楽
し
み
で

す
。
」
と
お
っ
し
ゃ
る

方
、
「
初
め
て
作
っ
た

味
噌
の
蓋
を
開
け
た
時
、

と
て
も
感
激
し
た
の
を

思
い
出
し
た
。
初
心
に

帰
っ
て
、
ま
た
勉
強
で

き
た
。
」
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

関
心
の
あ
る
方
は
、

来
年
の
手
作
り
味
噌
講

座
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

出来上がった味噌は、1年間自宅で
保存して完成です。

先生の指導を参考に自由に花を生ける
子ども達。

モンステラの葉で「面」、アズキメ
ヤナギで「線」を表現した6年生の作
品。

ユーカリの枝で「線」を表現した４年
生の作品。

この日の生け花のテーマ
は「線と面」。モンステラ
やユーカリ、ガーベラなど
を上手に使って自由にお花
を生けました。
子ども達を指導してくだ

さる先生によると、３学期
にもなると、みんなだんだ
ん上手に花を生けられるよ
うになってきて、先生の
「お直し」の出番はぐっと
減ってきたそうです。
生けたお花は、そのまま

自宅へ持ち帰ります。ご家
族も子ども達の上達を感じ
られていると思います。


